
     

   
 

 

 

 

4 月に入学した中学 1年生、高校 1年生の皆さんは、図書室をどのくらい利

用したでしょうか。他の学年の皆さんもこの 1年間で、本を何冊

読みましたか。本校の図書室を利用せずに、購入したり友だちと

の貸し借りで読書を楽しんでいる人もたくさんいるとは思います

が、ぜひ多種多様な本と出会ってください。 

 

ちなみにこの 1年で 1番貸出冊数が多かったのは、中学 1年生の H.Tさんで

10１冊でした。トップテンは以下の通りです。（2022.2.28現在） 

 

1位 101冊 中学 1年 H.Tさん    6位 38冊 中学 1年 I.Mさん 

2位  91冊 高校 2年 Y.Wさん       38冊 高校 1年 K.Eさん 

3位  83冊 高校 1年 T.Nさん    8位 29冊 高校 2年 I.Mさん 

4位  54冊 高校 1年 S.Sさん    9位 28冊 高校 1年 A.Hさん 

5位  53冊 中学 3年 F.Rさん    10位 27冊 中学 1年 A.Mさん 

 

また、貸出図書の中で人気があったのは、以下の通りです。 

 

『推し、燃ゆ』宇佐美りん著 河出書房新社 

『オルタネート』加藤シゲアキ著 新潮社 

『はたらく細胞』清水茜作 講談社 

『52ヘルツのクジラたち』町田その子著 中央公論新社 

『君の膵臓をたべたい』住野よる著 双葉社 etc 

 

ちまたで話題になった本や映像化した作品を読んでみようと思う人が多いようで

す。全体的に小説を借りる人が多いですが、1月の「図書室通信」でもご紹介し

たように図書室には様々な分野の本がありますので、いろいろな本にチャレンジ

してみて下さい。こんな本を読みたいので図書室に置いてほしいというリクエス

トも常時受け付けていますので、カウンターまでお声かけください。 
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最近生徒からのリクエストで受け入れた図書 

 

雑誌「Newton」ニュートンプレス刊  毎月購読 

『天久鷹央の推理カルテ』シリーズ 知念実希人 著 新潮 NEX文庫（4巻以降随時受入予定） 

『今夜、世界からこの恋が消えても』一条岬 著 角川文庫 

 

今夏映画化するとのこと。現在映像化している 2作品をご紹介します。 

『鹿の王』上橋菜穂子 著 KADOKAWA 

  『獣の奏者』『精霊の守り人』シリーズでご存知の上橋菜穂子さんの壮大な世界観のファンタ 

ジー作品です。未知の病の流行やその治療法を探して旅をする医術師らを描いていることも 

あり、コロナ禍に再注目されました。 

『平家物語』作者不明 

  鎌倉時代に成立した軍記物語。「祇園精舎の鐘の声 諸行無常の響き 

あり」の書き出しは、皆さんも一度は聞いたことがあるでしょう。平 

家の盛衰、源平の戦いを描いた作品です。アニメの評判も高いようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 

 3 月 16 日（水）～19 日（土）司書不在のため閉室します。

ただし、12：30～13：30 の 1 時間開室し、貸出返却がで

きます。春休みの特別貸出をしていますので、ぜひたくさん利用

してください。 

 3 月 23 日（水）～26 日（土）の春期講習期間は、開室して

います。開室時間は後日図書室前に掲示します。 

 春休みの特別貸出 

1人 10 冊 4 月 9 日返却 ※10冊以上借りたい人はご相談下さい。 



展示中の特集のご案内 
 

 3月４日、北京で冬季パラリンピックが開幕しました。2月 4日から 20日

の冬季オリンピックも手に汗握る毎日でしたが、連日熱戦が続きます。 

スキー、カーリングやスケートなど冬のスポーツが題材の小説やパラリン

ピックに関する図書など集めて展示中です。 

選手の活躍を応援しつつ、読書もいかがでしょうか。 

 

スケート 

『ガラスの森』小手鞠るい 著 ポプラ文庫ピュアフル 

『銀色の絆 上・下』雫井脩介 著 PHP文芸文庫 

『ピートのスケートレース』ルイーズ・ボーデン著 福音館書店 

スキー 

『モーグルビート』工藤純子 作 ポプラ社 

『向かい風で飛べ』乾ルカ 著 中央公論新社 

カーリング 

『青森ドロップキッカーズ』森沢明夫 著 

スポーツ・オリンピック 

『パラリンピックを学ぶ』平田竹男, 他 編著 早稲田大学出版部 

『スポーツを仕事にする』生島淳 著 ちくまプリマー新書     etc 

 

  3月 11日、東日本大震災から 11年です。この 11年の間にも各地で地震、 

豪雨、豪雪など大きな災害が度々起こっています。そして 3年目 

になるコロナ禍。備えていても防げない脅威が多くあります。 

しかし、歴史に学び、災害が起こった時、少しでも減災できるよ

う、そして身を守れるように意識したいです。 

『これからの防災・減災がわかる本』河田惠昭 著 岩波ジュニア新書（369-カ） 

『もしときサバイバル術 Jr』片山誠 著 太郎次郎エディタス（369-カ） 

『福島第一廃炉の記録』西澤丞 著 みすず書房（369-ニ） 

『いのちを救う災害時医療』森村尚登 著 河出書房新社（498-モ） etc 



『空飛ぶ広報室』有川浩 著 幻冬舎 

『臨床の砦』夏川草介 著 小学館 

『泥流地帯』三浦綾子 著 新潮文庫 

『震度０』横山秀夫 著 朝日新聞社 

『海蝶』吉川英梨 著 講談社    etc 

 

 まだまだ寒い日が続き、蕾が固いようですが、今年の桜の開花は 3月 23 日

頃とのこと。待ち遠しい桜、春の図書を展示中です。 

 

『桜の樹の下には』梶井基次郎著 ちくま日本文学全集 

『サクラ咲く』辻村深月著 光文社文庫 

『また次の春へ』重松清著 文春文庫 

『桜ほうさら』宮部みゆき著 PHP研究所 etc 

 

『春の数えかた』日高敏隆 著 新潮文庫（460-ヒ） 

『日本の桜』勝木俊雄 著 学習研究社（479-カ） 

『ちひろ春の画集』ちひろ美術館 編 講談社（726-イ）etc 

 

2月-3月新着図書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去の災害を 

題材にした小説 

(コロナ禍含む) 


